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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　箱形の端子金具を有する端子板を備え、この端子板は電気機器のフレームに形成された
絶縁壁の溝に挿入されるとともに、前記フレームに圧入されたピンにより抜け止めされ、
前記端子金具は前記フレームに形成された箱形空間に収容される電気機器の端子装置にお
いて、
　上面に筒状凹部を有し、下面に凸部を有し、前記箱形空間に整合する立方状の絶縁物の
駒を設けるとともに、前記箱形空間の底面に前記駒の凸部と嵌合する凹部を設け、前記箱
形空間に前記箱形端子金具を有する端子板に代えて前記駒を挿入して前記凸部を前記凹部
に嵌め込み、次いで圧着端子用の端子ねじを有する端子板を前記絶縁壁の溝に挿入し、前
記端子ねじのねじ部を前記駒の円筒状凹部に嵌入させて抜け止めするようにしたことを特
徴とする電気機器の端子装置。
【請求項２】
　前記駒の背面に弾性爪を設けるとともに、前記駒の背面と対向する前記箱形空間の壁面
に前記弾性爪に対応させて凹部を形成し、この凹部と前記弾性爪との係合により前記駒を
保持するようにしたことを特徴とする請求項１記載の電気機器の端子装置。
【請求項３】
　隣接相の前記駒同士を前記絶縁壁を跨ぐつなぎ部により互いに連結したことを特徴とす
る請求項１記載の電気機器の端子装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　　この発明は、電磁接触器や配線用遮断器、端子台等の電機機器に設けられる端子装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　上記した端子装置として、電線の端末を直接接続するための箱形金具を備えた箱形端子
装置と、端末に圧着端子を有する電線を接続するための圧着端子用の端子装置とが知られ
ており、箱形端子装置については、例えば特許文献１に記載されている。
【０００３】
　図７～図９は電磁接触器に設けられた箱形端子装置の従来構成を示すもので、図７は端
子装置の縦断面図、図８は図７の装置に電線を接続した状態を示す図、図９は図７の装置
の分解斜視図である。図７～図９、特に図９において、絶縁物のフレーム１に設けられた
端子部に、箱形の端子金具２を有する端子板３が装着されている。ここで、端子部には端
子板３の左右両側に絶縁壁４が形成され、その互いに対向する壁面に角形の溝５（図９）
が前後方向に形成されている。また、絶縁壁４の間には、端子金具２を収容する箱形空間
６が設けられている。
【０００４】
　一方、端子板３の左右両端には各２個の凸部３ａ（図９）が形成されており、端子板３
は凸部３ａを介して絶縁壁４の溝５に、図９に矢印で示すように前方から挿入されている
。この端子板３は、貫通穴７（図９）を通して端子部の底付穴８に圧入されたピン９によ
り抜け止めされている。端子金具２は鋼板の抜き・曲げ加工により箱形（ロ字形）に形成
され、端子板３の凸部３ａ,３ａ間の凹部に、上下にスライド可能に組み合わされている
。端子金具２の頂部のねじ穴には六角穴付ボルトからなる端子ねじ１０が螺合され、端子
ねじ１０の先端には方形の座金１１が緩く連結されている。この端子装置において、接続
電線１２の裸の端末は端子板３の上下両方あるいは片方に直に差し込まれ、端子ねじ１０
の締め付けにより、端子金具２と端子板３との間に挟み付けられる。なお、端子板３の右
端部は図示が省略されているが、この省略端部には図示しない固定接点が接合されている
。
【０００５】
　次に、図１０～図１２は、電磁接触器に設けられた圧着端子用の端子装置の従来構成を
示すもので、図１０は端子装置の縦断面図、図１１は図１０の装置に電線を接続した状態
を示す図、図１２は図１０の装置の分解斜視図である。図１０～図１２において、端子ね
じ１０が螺合された端子板３は、箱形端子装置の場合と同様に、フレーム１に形成された
絶縁壁４の溝５に挿入されている。この端子板３は、フレーム１に設けられた円筒状凹部
１３に端子ねじ１０のねじ部が嵌入することにより抜け止めされている。この端子装置に
おいて、端末に圧着端子１４が圧着された電線１２は、圧着端子１４を介して端子ねじ１
０により端子板３に締め付けられる。なお、端子ねじ１０が螺合する端子板３のねじ穴は
下穴がバーリング加工されており、それにより生じたフランジ部３ａ（図１０）を逃げる
ための段差１５が円筒状凹部１３の周囲に形成されている。
【特許文献１】特開２００２－１９０３３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述した従来の端子装置において、箱形端子装置と圧着端子用の端子装置とは、フレー
ムがそれぞれ別々に専用に製作されている。そのため、例えば箱形端子装置のフレームを
圧着端子用の端子装置に使用することができず、電気機器の設置後に接続方式を変更する
ためには電気機器全体を取り換える必要があった。
【０００７】
　そこで、この発明の課題は、電気機器の端子装置において、電線の裸線接続と圧着端子
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接続とを容易に変更できるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、この発明は箱形の端子金具を有する端子板を備え、この端
子板は電気機器のフレームに形成された絶縁壁の溝に挿入されるとともに、前記フレーム
に圧入されたピンにより抜け止めされ、前記端子金具は前記フレームに形成された箱形空
間に収容される電気機器の端子装置において、
　上面に筒状凹部を有し、下面に凸部を有し、前記箱形空間に整合する立方状の絶縁物の
駒を設けるとともに、前記箱形空間の底面に前記駒の凸部と嵌合する凹部を設け、前記箱
形空間に前記箱形端子金具を有する端子板に代えて前記駒を挿入して前記凸部を前記凹部
に嵌め込み、次いで圧着端子用の端子ねじを有する端子板を前記絶縁壁の溝に挿入し、前
記端子ねじのねじ部を前記駒の円筒状凹部に嵌入させて抜け止めするようにするものであ
る（請求項１）。
【０００９】
　請求項１の発明によれば、一種類のフレームを駒の脱着だけで、箱形端子装置と圧着端
子用の端子装置のいずれにも共通に使用することができる。
【００１０】
　請求項１の発明において、前記駒の背面に弾性爪を設けるとともに、前記駒の背面と対
向する前記箱形空間の壁面に前記弾性爪に対応させて凹部を形成に、この凹部と前記弾性
爪との係合により前記駒を保持するようにすれば、端子板の挿入前に駒をフレームに仮保
持することができる。（請求項２）。
【００１１】
　請求項１の発明において、隣接相の前記駒同士を前記絶縁壁を跨ぐつなぎ部により互い
に連結すれば、多相電気機器の複数相の駒を一体的に取り扱うことができる（請求項３）
。
【発明の効果】
【００１２】
　この発明によれば、箱形端子装置と圧着端子用の端子装置とでフレームを共通化できる
ため、電気機器設置後の電線接続方式の変更に容易に対応できるようになるとともに、フ
レームの製作コストが低下し、またフレームの在庫管理が簡単になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図１～図６に基づいて、従来例と同様の電磁接触器におけるこの発明の実施の形
態を説明する。なお、従来例と対応する部分には同一の符号を用いるものとする。まず、
図１～図３は箱形端子装置を示し、図１は端子装置の縦断面図、図２は図１の装置に電線
を接続した状態を示す図、図３は図１の装置の分解斜視図である。図１～図３において、
図７～図９の従来例と相違するのは、フレーム１の箱形空間６の底面に円筒状の浅い凹部
１６が設けられ、箱形空間６の壁面に角形の浅い凹部１７（図３）が設けられている点で
、端子金具２や端子板３の構成は従来例と同じである。フレーム１には、従来例と同様に
端子板３を組み付け、裸電線１２を接続する。
【００１４】
　次に、図４～図６は圧着端子用の端子装置を示し、図４は端子部の縦断面図、図５は図
４の装置に電線を接続した状態を示す図、図６は図４の装置の分解斜視図である。図４～
図６において、図７～図９の従来例と相違するのは、上記したフレーム１の凹部１６,１
７に加えて、絶縁物の駒１８が設けられている点である。駒１８はフレーム１と同様のモ
ールド樹脂からなり、幅と高さがフレーム１の箱形空間６に整合する立方状に製作されて
いる。この駒１８は上面に円筒状凹部１８ａを有し、下面に箱形空間６の底面における凹
部１６に対応する低い円柱状の凸部１８ｂ（図４）を有している。
【００１５】
　また、駒１８の背面には、箱形空間６の壁面における凹部１７に対応する弾性爪１８ｃ
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が設けられている。弾性爪１８ｃは、周囲と隙間を介して可撓的に立ち上げられた舌片と
して形成されている。３相電磁接触器においては、駒１８は図示の通り３個用いられ、こ
れら３個の駒１８は隣接相の駒同士が絶縁壁４を跨ぐコ字状のつなぎ部１９により互いに
連結される。端子ねじ１０を有する端子板３の構成は、従来例と同じである。
【００１６】
　図４～図６おいて、端子装置をフレーム１に組み付けるには、まず箱形空間６に駒１８
を挿入する。その際、駒１８の下面の凸部１８ｂを箱形空間６の底面の凹部１６に嵌め込
み、駒１８の背面の弾性爪１８ｃを箱形空間６の壁面の凹部１７に嵌め込む。この状態で
、駒１８は凸部１８ｂ及び弾性爪１８ｃを介して前後及び上下に拘束され、フレーム１に
仮保持される。次いで、端子ねじ１０を取り外した端子板３を溝５に挿入し、端子板３の
端子ねじ１０用のねじ穴を駒１８の円筒状凹部１８ａに重ねる。そして、端子ねじ１０を
端子板３にねじ込み、ねじ部を駒１８の円筒状凹部１８ａに嵌入させる。これにより、端
子板３が駒１８に対して抜け止めされる。端子板３には端子ねじ１０により、圧着端子１
４を備えた電線１２を従来と同様に接続する。なお、端子板３のフランジ部３ａを逃げる
ために、駒１８の上面には段差１８ｄが設けられている。
【００１７】
　図示実施の形態によれば、駒１８を装着するだけで箱形端子装置用のフレーム１を圧着
端子用の端子装置に共用することができ、各々の端子装置にそれぞれ専用のフレームを用
意する必要がない。そのため、電磁接触器の設置後でも接触器本体を入れ換えることなく
、接続方式の変更が可能である。また、電磁接触器の製作段階においてもフレームの種類
が減るため製作費が安価になるとともに、フレームの在庫管理が容易になる。また、駒１
８を弾性爪１８ｃでフレーム１に仮保持させ、更に複数相の駒同士をつなぎ部１９で一体
化することにより組立作業が容易になる。なお、図示実施の形態では電気機器として電磁
接触器の例を示したが、この発明は配線用遮断器や端子台など、端子装置を有する他の電
気機器にも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】この発明の実施の形態を示す箱形端子装置の縦断面図である。
【図２】図１の端子装置に電線を接続した状態の図である。
【図３】図１の端子装置の分解斜視図である。
【図４】この発明の実施の形態を示す圧着端子用の端子装置の縦断面図である。
【図５】図４の端子装置に電線を接続した状態の図である。
【図６】図４の端子装置の分解斜視図である。
【図７】従来例を示す箱形端子装置の縦断面図である。
【図８】図７の端子装置に電線を接続した状態の図である。
【図９】図７の端子装置の分解斜視図である。
【図１０】従来例を示す圧着端子用の端子装置の縦断面図である。
【図１１】図１０の端子装置に電線を接続した状態の図である。
【図１２】図１０の端子装置の分解斜視図である。
【符号の説明】
【００１９】
　　１　　フレーム
　　２　　端子金具
　　３　　端子板
　　４　　絶縁壁
　　５　　溝
　　６　　箱形空間
　　９　　ピン
　１０　　端子ねじ
　１２　　電線
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　１３　　円筒状凹部
　１４　　圧着端子
　１５　　段差
　１６　　凹部
　１７　　凹部
　１８　　駒
　１８ａ　円筒状凹部
　１８ｂ　凸部
　１８ｃ　弾性爪
　１９　つなぎ部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】

【図１１】
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